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　１月２８日（木）、市内のホテルで「第５９期王将戦ジョイントフェスタ in 大田原」が開催されました。
講演会のほか、日本将棋連盟所属棋士３人による多面指し指導対局が行われ、市内外から集まった熱心な将
棋ファンがプロ棋士との対局を楽しみました。（８ページに関連記事掲載）

市民憲章　わたしたちは　心身をきたえ　仕事にはげみ　大田原を豊かなまちにしましょう

●主な内容●

総　合　　　　　　　   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 ～ 9 ページ
◆新「黒羽中学校」の開校　　◆学校教育
◆地上デジタル放送エリア拡大　◆第59期王将戦七番勝負第２局
◆男女共同参画講演会　　◆60与一のつどい  ほか

●住まい・暮らし（10～11）　　●健康・福祉（11～12）
●年金（12）　　●子育て（13）　　●スポーツ（14～15）
●教育・文化・教養（16～17）　　●産業（17）

お知らせ　　　　　　   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 ～17 ページ

ハーモニーホール　　    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19ページ
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市役所総合案内  　　代 (２３)１１１１
国民の祝日には国旗を掲揚しましょう

国旗セット購入のお問い合わせは
 総務課総務防災係　　(２３)１１１１まで

（見本が総務課総務防災係にあります）

大田原市ホームページアドレス
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/

ＱＲコード対
応端末をお持
ちの方はこち
らの画像をご
利用ください

通常業務（平日：月～金曜日）午前８時30分～午後５時30分

レジ袋の削減にご協力を
地球温暖化防止対策の一環として、お買い物の際はエコバッグ
をご持参するなど、レジ袋の削減にご協力くださるようお願いし
ます。
　　生活環境課環境政策係　　　(２３)８７０６



　

黒
羽
地
区
の
川
西
中
学
校
、
黒
羽
中

学
校
、
須
賀
川
中
学
校
、
両
郷
中
学
校

の
４
校
を
統
合
し
、
平
成
22
年
４
月
に

新
「
黒
羽
中
学
校
」
が
開
校
し
ま
す
。

　

黒
羽
統
合
中
学

校
建
設
事
業
に
つ

い
て
は
１
月
に
完

了
し
、
屋
内
温
水

プ
ー
ル
建
設
事
業

に
つ
い
て
も
３
月

に
完
了
す
る
予
定

で
す
。
校
歌
、
通

学
方
法
な
ど
も
決

定
し
、
開
校
に
向

け
着
々
と
準
備
が

整
っ
て
き
ま
し
た
。

●
建
設
場
所　

大
田
原
市
北
野
上
３
５

　

９
７
番
地
１

●
敷
地
面
積　

５
５
９
８
６
㎡

●
事
業
年
度　

平
成
18
年
度
〜
平
成
21

　

年
度
の
４
年
計
画
事
業
と
し
て
実
施

　

し
て
い
ま
す
。

○
今
年
度
完
了
す
る
事
業

・
校
舎
、
屋
内
運
動
場
建
築
工
事

・
校
舎
、
屋
内
運
動
場
電
気
設
備
工
事

・
校
舎
、
屋
内
運
動
場
機
械
設
備
工
事

・
校
舎
、
屋
内
運
動
場
建
築
工
事
監
理

・
屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
工
事

・
屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
工
事
監
理

・
外
構
工
事
（
一
部
は
平
成
22
年
度
）

●
総
事
業
費
と
財
源
内
訳

○
総
事
業
費
（
計
画
額
）

　

47
億
４
８
７
０
万
円

○
財
源
内
訳

・
国
支
出
金　

８
億
９
０
０
万
円

・
合
併
特
例
債　

37
億
５
５
１
０
万
円

・
一
般
財
源　

１
億
８
４
６
０
万
円

●
学
校
規
模

　

開
校
当
初
は
生
徒
数
が
約
３
８
０
名

　

に
な
り
、
１
学
年
４
ク
ラ
ス
編
成
、

　

全
学
年
で
12
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

●
校
舎
の
概
要

・
構
造　

鉄
骨
造
り
２
、
３
階
建
て

・
延
面
積　

７
０
８
４
㎡

●
管
理
棟　

鉄
骨
造
り
２
階
建
て

　

校
長
室
、
職
員
室
、
事
務
室
、
保
健

　

室
、
特
別
支
援
教
室
（
３
）
、
適
応

　

援
助
教
室
、
個
別
支
援
室

●
普
通
教
室
棟　

鉄
骨
造
り
３
階
建
て

　

普
通
教
室
（
12
）

●
特
別
教
室
棟　

鉄
骨
造
り
２
階
建
て

　

理
科
室
（
２
）
、
音
楽
室
（
２
）
、

　

美
術
室
（
２
）
、
技
術
室
、
被
服
室
、

　

調
理
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
、
図
書

　

室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
和
室

●
昇
降
口
棟　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

●
屋
内
運
動
場　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

造
り
２
階
建
て

・
延
面
積　

３
５
７
５
㎡

・
剣
道
場
、
柔
道
場
、
卓
球
場
、
弓
道

　

場
、
ア
リ
ー
ナ
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

　

ル
コ
ー
ト
２
面
ま
た
は
バ
レ
ー
ボ
ー

　

ル
コ
ー
ト
２
面
使
用
可
能
）
、
部
室

●
グ
ラ
ウ
ン
ド　

１
０
０
ｍ
コ
ー
ス
お

　

よ
び
２
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク

※
部
活
動
な
ど
で
は
、
黒
羽
運
動
公
園

　

の
施
設
（
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
）
を
有
効
に
活

　

用
し
ま
す
。

●
事
業
年
度　

平
成
20
年
度
〜
平
成
21

　

年
度
の
２
年
計
画
事
業
と
し
て
実
施

　

し
て
い
ま
す
。

●
事
業
費　

７
億
円
（
総
事
業
費
に
含

　

ま
れ
る
）

●
施
設
の
概
要

・
構
造　

鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
、
準
耐

　

火
構
造

・
延
面
積　

２
０
４
４
㎡

・
施
設
内
容　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

　

ロ
ビ
ー
（
見
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
情
報

　

コ
ー
ナ
ー
）

・
25
ｍ
×
８
コ
ー
ス
、
水
深
１
・
３
ｍ

　

程
度
、
ス
ロ
ー
プ
付

・
子
供
用
プ
ー
ル
50
㎡
、
水
深
０
・
５

　

ｍ
程
度

・
一
般
・
身
障
者
用
更
衣
室
、
ト
イ
レ
、

　

多
目
的
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
採

　

暖
室
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、
事

　

務
室
な
ど

　

平
成
21
年
度
の
主
な
工
事
請
負
契
約

等
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
屋
内
温
水
プ
ー
ル
工
事
監
理
業
務

・
委
託
料　

８
６
１
万
円

・
履
行
期
間　

平
成
21
年
５
月
22
日
〜

　

平
成
22
年
３
月
15
日

・
委
託
業
者　

財
団
法
人
栃
木
県
建
設

　

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

○
外
構
工
事
そ
の
１

・
請
負
金
額　

４
６
４
万
１
０
０
０
円

・
工
期　

平
成
21
年
７
月
22
日
〜
平
成

　

21
年
９
月
10
日

・
請
負
業
者　

株
式
会
社
高
梨
組

○
外
構
工
事
そ
の
２

・
請
負
金
額　

８
８
６
２
万
円

・
工
期　

平
成
21
年
10
月
14
日
〜
平
成

　

22
年
３
月
19
日

・
請
負
業
者　

株
式
会
社
福
島
組

○
外
構
工
事
そ
の
３

・
請
負
金
額　

６
５
３
１
万
円

・
工
期　

平
成
22
年
１
月
22
日
〜
平
成

　

22
年
３
月
25
日

・
請
負
業
者　

マ
ル
ホ
建
設
株
式
会
社

○
外
構
工
事
監
理
業
務

・
委
託
料　

２
４
６
万
７
５
０
０
円

・
履
行
期
間　

平
成
21
年
10
月
26
日
〜

　

平
成
22
年
３
月
25
日

・
委
託
業
者　

株
式
会
社
フ
ケ
タ
都
市
開
発

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
（
大
型
１
台
、

　

中
型
１
台
、
マ
イ
ク
ロ
１
台
）

・
購
入
金
額　

３
６
９
９
万
５
１
０
円

・
納
入
期
限　

平
成
22
年
３
月
31
日

・
納
入
業
者　

栃
木
い
す
ゞ
自
動
車
株

　

式
会
社

○
統
合
中
学
校
備
品
購
入（
収
納
棚
等
）

・
購
入
金
額　

１
３
５
９
万
７
５
０
０
円

・
納
入
期
限　

平
成
22
年
２
月
26
日

・
納
入
業
者　

高
久
工
業
株
式
会
社

○
統
合
中
学
校
備
品
購
入
（
工
作
台
等
）

・
購
入
金
額　

１
４
４
２
万
７
０
０
０
円

・
納
入
期
限　

平
成
22
年
３
月
24
日

・
納
入
業
者　

株
式
会
社
商
美
社

【
市
の
負
担
額
は
50
億
５
７
４
０
万
円

　

の
う
ち
14
億
３
８
０
万
円
】

　

中
学
校
建
設
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

事
業
が
始
ま
っ
て
お
り
、
設
計
、
用
地

取
得
、
造
成
工
事
の
ほ
か
、
校
舎
や
屋

新
「
黒
羽
中
学
校
」
の
開
校

新
「
黒
羽
中
学
校
」
の
開
校

黒
羽
統
合
中
学
校
建
設
事
業

棟
別
の
構
造
お
よ
び
主
な
諸
室

屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
事
業

平
成
21
年
度
の
工
事
契
約
状
況

統
合
中
学
校
建
設
事
業
費
お
よ
び
財
源
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内
運
動
場
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
建
築
、

外
構
工
事
な
ど
関
連
す
る
事
業
を
合
わ

せ
た
全
体
の
事
業
費
は
47
億
４
８
７
０

万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
国
の
補
助
が
８
億
９
０
０

万
円
で
、
残
り
の
39
億
３
９
７
０
万
円

を
市
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

市
負
担
分
う
ち
37
億
５
５
１
０
万
円
を

合
併
特
例
債
で
ま
か
な
う
予
定
で
す
の

で
、
平
成
22
年
度
ま
で
に
一
般
財
源
か

ら
支
出
す
る
金
額
は
１
億
８
４
６
０
万

円
程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
合
併
特
例
債
は
借
金
で

す
の
で
い
ず
れ
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
合
併
特
例
債
は
非
常
に
有
利

な
起
債
で
、
元
利
償
還
分
の
70
パ
ー
セ

ン
ト
が
後
年
度
地
方
交
付
税
措
置
さ
れ

市
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
の
償
還
元
金
が
37
億
５

５
１
０
万
円
、
そ
の
利
息
が
３
億
８
７

０
万
円
、
総
額
で
40
億
６
３
８
０
万
円

の
償
還
額
と
な
り
、
こ
の
う
ち
70
パ
ー

セ
ン
ト
の
28
億
４
４
６
０
万
円
が
地
方

交
付
税
で
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
、

残
り
の
12
億
１
９
２
０
万
円
が
後
年
度

の
市
の
負
担
額
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
将
来
に
わ
た
る
市
の

実
質
的
な
負
担
額
は
、
平
成
22
年
度
ま

で
の
事
業
期
間
内
の
一
般
財
源
１
億
８

４
６
０
万
円
と
合
併
特
例
債
の
30
パ
ー

セ
ン
ト
相
当
額
12
億
１
９
２
０
万
円
の

合
計
額
14
億
３
８
０
万
円
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
学
校
建
設
と
い
う

大
き
な
事
業
で
あ
っ
て
も
、
国
の
補
助

や
有
利
な
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
将
来
に
大
き
な
負
担
を
残
さ
ず

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
大
型
バ
ス
）

　

黒
羽
向
町
・
大
豆
田
方
面

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

　

前
田
・
堀
之
内
方
面
お
よ
び
寺
宿
・

　

木
佐
美
・
大
久
保
・
久
野
又
方
面

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
中
型
バ
ス
）

　

篠
原
・
築
地
・
余
瀬
方
面
お
よ
び
大

　

輪
・
川
田
方
面

　

各
中
学
校
で
現
在
開
設
し
て
い
る
部

活
動
を
引
き
継
ぎ
、
加
え
て
水
泳
部
お

よ
び
柔
道
部
を
開
設
し
ま
す
。

・
野
球
（
男
）
、
サ
ッ
カ
ー
（
男
）
、

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
女
）
、
卓
球

　

（
男
女
）
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
）
、

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
女
）
、
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
（
男
女
）
、
弓
道
（
女
）
、
文

　

化
（
男
女
）
、
水
泳
（
男
女
）
、
柔

　

道
（
男
）

　

新
「
黒
羽
中
学
校
」
の
校
舎
の
完
成

を
記
念
し
て
、
市
民
の
皆
様
を
対
象
と

し
た
内
覧
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

お
越
し
の
際
は
ス
リ
ッ
パ
な
ど
を
お
持

ち
願
い
ま
す
。

●
期　

日　

４
月
３
日
（
土
）

●
時　

間　

午
後
１
時
〜
４
時

●
駐
車
場　

黒
羽
運
動
公
園
駐
車
場
お

　

よ
び
新
中
学
校
校
庭

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
統
合
中
学
校
担
当

　
　
　

（
９
８
）
７
１
１
１

　

こ
れ
ま
で
に
委
員
会
で
決
定
し
た
主

な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
「
黒
羽
中
学
校
」
の
校
歌
作
成
を

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
「
さ
だ

ま
さ
し
」
氏
に
依
頼
し
、
平
成
22
年
１

月
に
完
成
し
ま
し
た
。
現
在
４
中
学
校

で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

全
生
徒
が
バ
ス
通
学
と
し
て
、
市
営

路
線
バ
ス
６
路
線
お
よ
び
ス
ク
ー
ル
バ

ス
３
台
を
利
用
し
て
通
学
し
ま
す
。

●
市
営
路
線
バ
ス
【
６
路
線
】

○
両
郷
線

　

両
郷
、
河
原
、
中
野
内
方
面

○
須
賀
川
線
・
南
方
線
・
雲
巌
寺
線

　

須
賀
川
、須
佐
木
、南
方
、北
野
上
方
面

○
片
田
線
（
新
設
）

　

矢
倉
、
亀
久
、
片
田
、
北
滝
、
八
塩
、

　

黒
羽
田
町
方
面

○
寒
井
・
桧
木
沢
方
面
循
環
線
（
新
設
）

　

寒
井
、
桧
木
沢
方
面

黒
羽
統
合
中
学
校
開
設
準
備
委
員
会

一般財源

普通交付税

国支出金

28億4460万円
（56.2%）

8億900万円
（16.0％）

14億380万円
（27.8％）

合計
50億5740万円

図４ 歳出総額の財源内訳

公債費

事業費
47億4870万円
（93.9％）

3億870万円
（6.1％）

合計
50億5740万円

図３ 歳出総額

一般財源

合併特例債

国支出金

37億5510万円
（79.1%）

1億8460万円
（3.9%）

8億900万円
（17.0%）

合計
47億4870万円

図１ 事業費総額の財源内訳
※ 償還額 40億6380万円
　 （元金 37億5510万円
　　　+ 利子 3億870万円）

一般財源

交付税措置分
28億4460万円
（70.0%）

合計
40億6380万円

12億1920万円
（30.0%）

図２ 合併特例債償還額の内訳
（事業費総額＋償還額(利子)）

通
学
方
法

部
活
動

校
歌

新
「
黒
羽
中
学
校
」
の
内
覧
会

※

事
業
費
総
額
は
現
時
点
の
数
値
で
あ
り
、

　

国
支
出
金
、
合
併
特
例
債
、
市
負
担
分
の

　

額
に
つ
い
て
は
今
後
変
わ
る
こ
と
も
あ
り

　

ま
す
。



　

「
学
習
到
達
度
調
査
・
学
習
意
識
調

査
」
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
、
全
国
展

開
す
る
民
間
教
材
会
社
と
の
委
託
契
約

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
と
も

毎
年
５
月
に
行
い
、
調
査
は
「
学
習
到

達
度
調
査
」
と
「
学
習
意
識
調
査
」
の

２
つ
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
学
習
到
達
度
調
査
」
は
、
小
学
校

２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
は
国
語
と
算

数
の
２
教
科
、
中
学
生
は
国
語
、
社
会
、

数
学
、
理
科
、
英
語
の
５
教
科
（
1
年

生
は
英
語
を
除
く
）
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

　

「
学
習
意
識
調
査
」
で
は
、
学
習
に

対
す
る
意
欲
や
学
習
習
慣
な
ど
が
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
で
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
分
析
結
果
は
、
学
校
ご
と
に

も
出
さ
れ
ま
す
。
学
校
で
は
全
国
平
均
、

市
平
均
、
前
年
度
と
の
比
較
、
「
学
習

到
達
度
調
査
」
と
「
学
習
意
識
調
査
」

と
の
関
連
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
各
学

校
で
も
独
自
に
分
析
し
、
指
導
方
法
や

　

本
市
の
学
校
教
育
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
の
3
回
目
。
今

号
は
、
本
市
の
特
色
あ
る
学
力
向
上
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
早
い
時
期
か
ら
特
色
あ
る
学
力
向
上
事
業
に

数
多
く
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

指
導
内
容
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

「
学
習
意
識
調

査
」
が
あ
る
た
め
、

単
に
点
数
だ
け
の

「
教
科
学
力
」
の

分
析
だ
け
で
は
な

く
、
児
童
生
徒
の

意
欲
、
学
習
習
慣
、

生
活
習
慣
と
の
関

連
か
ら
「
学
び
の

基
礎
力
」
「
社
会

実
践
力
」
な
ど
も
、
数
値
と
し
て
分
析

で
き
る
こ
と
が
こ
の
調
査
の
特
色
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
児
童
生
徒
に
個
票

で
戻
る
た
め
、
学
習
の
到
達
度
や
学
習

に
対
す
る
意
識
を
客
観
的
に
認
識
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
自
分
の
取
り
組
む
べ

き
課
題
が
明
確
と
な
り
、
主
体
的
に
学

習
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
持
た
せ
る
こ

と
に
貢
献
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
保
護

者
も
子
ど
も
の
状
況
が
把
握
で
き
、
家

庭
で
の
支
援
が
明
確
に
で
き
る
と
い
う

声
も
聞
か
れ
ま
す
。

■
大
田
原
市
の
学
校
教
育
③

特
色
あ
る
学
力
向
上
事
業

特
色
あ
る
学
力
向
上
事
業

学
習
到
達
度
調
査
・

学
習
意
識
調
査
事
業

指
導
内
容
・
方
法
の
工
夫
改
善

個
人
の
主
体
的
な
学
習
を
目
指
し
て

平
成
21
年
度
の
結
果
概
要

教　科
大田原市  （A）
全　　国  （B）
全 国 比（A-B）

国語
77.4
76.0
+1.4

算数
78.8
74.4
+4.4

国語
78.4
63.5
+14.9

数学
71.9
54.9
+17.0

英語
77.8
59.4
+18.4

理科
69.2
51.4
+17.8

社会
70.6
53.8
+16.8

小学校 中学校

平成21年度  学習到達度調査結果

※数値は、小学校・中学校とも全学年の平均到達度の平均

大田原市  （A）
全　　国  （B）
全 国 比（A-B）

学びの
基礎力
72.3
70.7
+1.6

社会的
実践力
64.5
62.7
+1.8

学びの
基礎力
68.3
62.9
+5.4

社会的
実践力
61.1
55.8
+5.3

小学校

内　容

中学校

平成21年度  学習意識調査結果

※数値は、小学校・中学校とも全学年の平均

◎学びの基礎力
　豊かな経験をベースとした学
びに向かう力・自ら学ぶ力・学び
を律する力の３つの力の総称
◎社会的実践力
　家族や学校、地域の中で周囲
と良好な人間関係を築き、問題
を主体的に解決しながら自ら成
長していく力

　

平
成
18
年
度
か
ら
休
日
の
土
曜
日
に

も
中
学
生
が
学
べ
る
場
を
設
け
よ
う
と

始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
３
年
生
を

対
象
に
11
月
か
ら
２
月
ま
で
全
14
回
。

東
地
区
公
民
館
を
会
場
に
、
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で
の
３
時
間
、
１
週
ご
と

に
英
語
と
数
学
の
講
座
を
交
互
に
開
き

ま
し
た
。
市
内
中
学
校
12
校
の
う
ち
10

校
か
ら
36
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
学
３
年
生
の

休
日
の
学
習
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

土
曜
学
習
室
事
業

子どもたちが興味のまなざしで見つめる授業風景子どもたちが興味のまなざしで見つめる授業風景
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本
市
は
、
平
成
16
年
度
に
「
英
語
教

育
特
区
」
と
し
て
認
可
さ
れ
、
平
成
17

年
度
（
湯
津
上
・
黒
羽
地
区
は
平
成
18

年
度
）
か
ら
す
べ
て
の
小
学
校
に
お
い

て
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

「
英
語
活
動
」
の
時
間
を
新
設
し
て
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
新
学
習
指
導
要
領
が
告

示
さ
れ
、
移
行
期
間
の
特
例
措
置
と
し

て
「
英
語
活
動
」
が
全
国
展
開
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
特
区
の
適
用
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
区
の
地

位
が
引
き
継
が
れ
、
現
在
は
市
内
す
べ

て
の
小
学
校
が
「
特
別
な
教
育
課
程
を

編
成
し
て
教
育
を
実
施
で
き
る
学
校

（
教
育
課
程
特
例
校
）」
と
し
て
、
小
学

校
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
「
英
語
活

動
」
の
時
間
を
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
小
学
校
５
・
６
年
生
は
、
新
学
習
指

　

導
要
領
の
内
容
で
あ
る
「
外
国
語
活

　

動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
、
社
会
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
急
速
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
こ
の
21

世
紀
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
は
、
国
際

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身

に
付
け
、
国
際
社
会
の
中
で
積
極
的
に

他
の
国
の
文
化
や
生
活
を
理
解
し
、
自

信
と
誇
り
を
持
っ
て
外
国
の
人
々
に
自

分
の
考
え
や
意
志
を
伝
え
、
相
互
理
解

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
資
質
や
能
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
期
は
、
新
し
い
事
象
に

対
す
る
興
味
や
関
心
が
高
く
、
外
国
人

の
行
動
や
こ
と
ば
を
自
然
に
受
け
入
れ

る
時
期
に
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

英
会
話
能
力
を
ス
ム
ー
ズ
に
習
得
さ
せ

る
た
め
に
は
、
義
務
教
育
の
早
い
段
階

か
ら
英
語
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
市
の
目
標

を
次
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

○
英
語
で
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
を
身

　

に
付
け
る
。

○
身
近
で
簡
単
な
英
語
を
聞
い
て
理
解
し
、

　

自
分
や
身
の
回
り
の
こ
と
に
つ
い
て
簡

　

単
な
英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

○
外
国
の
こ
と
ば
や
文
化
に
対
す
る
興

　

味
・
関
心
を
深
め
る
。

　

各
学
校
で
は
、
市
で
作
成
し
た
指
導

計
画
を
基
に
、
学
校
や
地
域
、
子
ど
も

た
ち
の
実
態
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
学
校

独
自
の
年
間
指
導
計
画
な
ど
を
作
成
し
、

目
標
の
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

英
語
（
外
国
語
）
活
動
を
実
施
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
児
童
の
こ
と
を
よ
く

理
解
し
て
い
る
学
級
担
任
の
存
在
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
児
童
に
活
発
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
与
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
や
地
域
の
文
化
を
理
解
さ
せ
る

な
ど
、
国
際
理
解
教
育
を
推
進
す
る
た

め
、
指
導
者
に
は
あ
る
程
度
、
英
語
を

は
じ
め
と
す
る
外
国
語
を
聞
い
た
り
話

し
た
り
す
る
ス
キ
ル
や
さ
ま
ざ
ま
な
国

や
地
域
の
文
化
に
つ
い
て
の
知
識
や
理

解
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー

カ
ー
（
外
国
語
を
母
国
語
と
す
る
人
）

や
外
国
生
活
の
経
験
者
、
海
外
事
情
に

詳
し
い
人
、
外
国
語
に
堪
能
な
人
の
協

力
を
得
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
す
べ

て
の
小
学
校
に
「
英
語
活
動
指
導
員
」

を
配
置
し
て
、
担
任
と
と
も
に
テ
ィ
ー

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
り
授
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
は
合
計

16
名
が
勤
務
し
て
お
り
、
児
童
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
を
養
う

た
め
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
生
は
習
熟
度
に
応
じ
て
、
問
題

を
多
く
解
い
て
応
用
力
を
高
め
る
「
集

中
コ
ー
ス
」
と
基
礎
学
力
を
高
め
る

「
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
ま
す
。

問
題
演
習
と
解
説
の
授
業
２
時
間
、
自

主
学
習
１
時
間
の
合
計
３
時
間
の
学
習

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
「
集
中
コ
ー

ス
」
は
解
説
の
時
間
以
外
は
、
カ
リ
カ

リ
と
鉛
筆
の
音
だ
け
が
聞
こ
え
る
終
始

集
中
モ
ー
ド
で
し
た
。
「
ゆ
っ
く
り
コ

ー
ス
」
で
は
先
生
の
解
説
を
聞
い
た
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
一
緒
に
問
題
を

解
き
な
が
ら
、「
あ
っ
、
わ
か
っ
た
。」

と
い
う
喜
び
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。

　

本
年
度
か
ら
、
市
内
教
職
員
と
国
際

医
療
福
祉
大
学
の
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
を
依
頼
し
ま
し
た
。
学
校
の
先

生
は
、
専
門
の
教
科
を
教
え
る
だ
け
あ

っ
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
し
ぼ
っ
た
わ
か
り

や
す
い
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
子
ど

も
た
ち
に
年
齢
が
近
く
親
し
み
や
す
い

た
め
、
気
軽
に
質
問
す
る
雰
囲
気
が
で

き
ま
し
た
。
12
名
の
教
職
員
と
５
名
の

大
学
生
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
、
学
校
で
希
望
生
徒
を

募
っ
て
土
曜
日
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

平
日
の
授
業
に
加
え
、
休
日
や
部
活
動

指
導
な
ど
と
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
生
徒

の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
習
指
導

ま
で
行
う
本
市
の
教
職
員
の
取
り
組
み

は
、
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
成
果

「
英
語
活
動
指
導
員
」
の
配
置

特
区
で
の
取
組
を
継
続
実
施

本
市
「
英
語
活
動
」
の
目
標

学
校
独
自
で
土
曜
学
習
室

習
熟
度
別
ク
ラ
ス
で
集
中
し
た
学
習

英
語
活
動
実
施
事
業

大
田
原
市
「
英
語
活
動
」
の
目
標

大
田
原
市
「
英
語
活
動
」
の
目
標

小学校における英語活動の様子小学校における英語活動の様子
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本
市
で
は
、
平
成
21
年
度
に
お
い
て

は
合
計
８
名
の
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）
が
各
小
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
そ
の
内
訳
は
、
友
好
親
善
関
係
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
３
名
（
イ
ギ
リ
ス
・
セ

ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
か
ら
招
聘
（
し

ょ
う
へ
い
）
し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
１
名
、

姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ウ
エ
ス

ト
コ
ビ
ナ
か
ら
２
名
）
、
個
人
契
約
に

よ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
１
名
、
派
遣
会
社
か
ら
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
４
名
で
す
。

　

中
学
校
で
は
、
英
語
の
発
話
や
会
話

練
習
な
ど
を
補
助
し
な
が
ら
、
生
徒
た

ち
が
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
養

う
た
め
に
、
英
語
科
教
員
と
と
も
に
テ

ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
授
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校

に
積
極
的
に
話
し
か
け
る
姿
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
友
好
親
善
関
係
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
３
名
）
と
個
人
契
約
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
１
名
）
は
、
上
の
写
真
の
と
お
り
で

す
。
も
し
街
中
で
見
か
け
た
と
き
は
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　

（
９
８
）
７
１
１
３

　

栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局
の
組
織

再
編
に
よ
り
、
那
須
教
育
事
務
所
内
に

あ
っ
た
３
つ
の
団
体
の
事
務
局
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

●
那
須
地
区
文
化
協
会

　

各
市
町
に
お
い
て
、
２
年
ご
と
の
持

　

ち
回
り
（
平
成
22
年
度
か
ら
輪
番
）

　

大
田
原
市
↓
那
須
町
↓
那
須
塩
原
市

●
那
須
地
区
体
育
協
会

　

各
市
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
２

　

年
ご
と
の
持
ち
回
り
（
平
成
22
年
度

　

か
ら
輪
番
）

　

那
須
塩
原
市
↓
大
田
原
市
↓
那
須
町

●
那
須
地
区
体
育
指
導
委
員
協
議
会

　

平
成
22
年
２
月
20
日
を
も
っ
て
解
散

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
教
育
事
務
所
ふ
れ
あ
い
学
習
課

　
　
　

（
２
３
）
２
１
７
７

に
お
い
て
国
際
理
解
教
育
を
推
進
す
る

こ
と
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
中
学
校
と
同
一
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
が
訪
問
で
き
る
よ
う
、
中
学
校
区

ご
と
に
訪
問
日
な
ど
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
訪
問
す
る
時
に
は
、
担

任
、
英
語
活
動
指
導
員
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
交

え
た
３
人
体
制
で
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
通
常
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
が
広
が
り
、
個
々
の
児
童
に
応

じ
た
見
取
り
や
支
援
が
で
き
、
効
果
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。
児
童
た
ち
も
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
訪
問
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
授

業
以
外
の
休
み
時
間
な
ど
で
も
Ａ
Ｌ
Ｔ

スティーブン  バーソロミュースティーブン  バーソロミュー ユウキ  フクスミユウキ  フクスミ

スペンサー  バーツスペンサー  バーツ アンドリュー  ベイツアンドリュー  ベイツ

・イギリス・セン
　トアンドリュー
　スから招へい。
・平成16年８月に
　来日し、ＡＬＴ
　として６年目。
　平成21年度は、
　大田原中、若草
　中学区に勤務。

・アメリカ・ウエ
　ストコビナから
　招へい。
・平成19年８月に
　来日し、ＡＬＴ
　として３年目。
　平成21年度は、
　黒羽中、須賀川
　中学区に勤務。

・イギリス・ロン
　ドン出身。
・平成13年８月に
　来日し、本市Ａ
　ＬＴとして３年
　目。平成21年度
　は、野崎中、湯
　津上中学区に勤
　務。

・アメリカ・ウエ
　ストコビナから
　招へい。
・平成18年８月に
　来日し、ＡＬＴ
　として４年目。
　平成21年度は、
　若草中、親園中
　学区に勤務。

英
語
指
導
助
手(

Ａ
Ｌ
Ｔ)

の

配
置
状
況

英
語
指
導
助
手(

Ａ
Ｌ
Ｔ)

配
置
事
業

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
顔
ぶ
れ

大田原市の英語指導助手（ＡＬＴ）の顔ぶれ大田原市の英語指導助手（ＡＬＴ）の顔ぶれ

体
育
協
会
・
文
化
協
会

　
　
　
▼
事
務
局
移
管

体
育
指
導
委
員
協
議
会

　
　
　
▼
解
散

英語指導助手による授業風景英語指導助手による授業風景

那須地区那須地区
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地上デジタル放送に関する相談窓口地上デジタル放送に関する相談窓口

総務省関東総合通信局放送部放送課
総務省地デジ受信相談センター
日本放送協会
(株)とちぎテレビ
日本テレビ放送網(株)
(株)テレビ朝日
(株)ＴＢＳテレビ
(株)テレビ東京
(株)フジテレビ

03-6238-1944
0570-07-0101
0570-00-3434(受信相談窓口)
028-623-0031(代表)
03-6215-4444(視聴者センター）
03-6406-5555(はい！テレビ朝日です)
03-3746-6666(視聴者センター)
03-5470-7777(代表)
03-5500-2005(視聴者センター)

　

今
年
３
月
中
旬
に
、
「
黒
羽
川
上
テ

レ
ビ
中
継
局
」
と
「
黒
羽
中
野
内
テ
レ

ビ
中
継
局
」
か
ら
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
川
上
地
区
・
南
方
地

区
・
中
野
内
地
区
で
も
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
方
法
は
、

「
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
」
と
「
地
上
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
受
信
機
）
」
が
必

要
で
す
。

　

ア
ン
テ
ナ
工
事
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ

ュ
ー
ナ
ー
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
電
器

店
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
地
形
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

電
波
が
遮
ら
れ
る
場
所
で
は
受
信
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

アナログ放送
リモコン番号 チャンネル

ＮＨＫ総合
ＮＨＫ教育
とちぎテレビ
日本テレビ
テレビ朝日
ＴＢＳテレビ
テレビ東京
フジテレビ

３７
３８
４５
３３
４２
３６
４３
４０

５０
４８
－
５２
５９
５４
６１
５６

放送局名
デジタル放送

黒羽川上テレビ中継局のチャンネル(水平偏波)

１
２
３
４
５
６
７
８

チャンネル

アナログ放送
リモコン番号 チャンネル

ＮＨＫ総合
ＮＨＫ教育
とちぎテレビ
日本テレビ
テレビ朝日
ＴＢＳテレビ
テレビ東京
フジテレビ

１６
２６
１３
２５
２４
２２
２３
２１

５０
３４
－
３８
４４
５２
４６
５４

放送局名
デジタル放送

黒羽中野内テレビ中継局のチャンネル(垂直偏波)

１
２
３
４
５
６
７
８

チャンネル

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
情
報
管
理
係

　
　
　

（
２
３
）
８
９
５
９

名　　　称 電 話 番 号

雲岩寺地区

川上地区

南方地区

雲岩寺地区

川上地区

南方地区

雲巌寺

大頭竜神社
川上簡易郵便局

川上健康増進センター

黒羽川上地上デジタル放送中継局エリア

ゴルフ場

前
松
葉川

松
葉
川

光厳寺光厳寺

温泉神社

中野内地区

川田地区

中野内地区

川田地区

黒羽中野内地上デジタル放送中継局エリア

★

★

中継局

中継局

両郷出張所

両郷中学校龍念寺

〒

両郷中央小学校

一
般
県
道
南
方
須
佐
木
線

　

市道
中

野
内

南
方
線

市
道

中
野
内南

方
線

主
要
地
方
道
那
須
黒
羽
茂
木
線

主要
地方

道黒磯黒羽線

一
般
県
道
南
方
須
佐
木
線

　

市道
中

野
内

南
方
線

至須佐木

至
中
野
内

市
道

中
野
内南

方
線

主
要
地
方
道
那
須
黒
羽
茂
木
線

主要
地方

道黒磯黒羽線

●で囲まれた地域でも、
地形などによって電波が
さえぎられる場所では、
受信できないことがあり
ます。

《注意事項》

川
上
・
南
方
・
中
野
内
地
区  「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
エ
リ
ア
」拡
大

関
東
広
域
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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「
第
59
期
王
将
戦
七
番
勝
負
」
第
２

局
は
、
１
月
28
日
、
29
日
の
両
日
、
市

内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
熱
戦
の
末
、

１
２
３
手
で
羽
生
善
治
王
将
が
挑
戦
者

の
久
保
利
明
棋
王
を
破
り
、
対
戦
成
績

を
１
勝
１
敗
（
１
月
29
日
現
在
）
と
し

ま
し
た
。

【
前
夜
祭
】

　

対
局
を
前
に
27
日
、
対
局
会
場
の
ホ

テ
ル
で
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、
将
棋
フ
ァ

ン
や
関
係
者
な
ど
約
１
３
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
対
局
者
あ
い
さ
つ
で
羽
生

王
将
は
「
プ
ロ
の
技
を
出
せ
る
よ
う
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
」
と
、
久
保
棋
王

は
「
明
日
か
ら
の
対
局
に
集
中
し
て
臨

み
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ
、

会
場
の
熱
心
な
フ
ァ
ン
一
人
ひ
と
り
と

握
手
や
記
念
写
真
な
ど
に
笑
顔
で
応
じ

て
い
ま
し
た
。

【
対
局
見
学
・
大
盤
解
説
会
】

　

対
局
１
日
目
の
28
日
に
は
、
若
草
中
、

大
田
原
中
の
２
年
生
約
１
９
０
人
が
対

局
を
見
学
。
プ
ロ
棋
士
同
士
の
緊
迫
し

た
戦
い
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
日
目
の
29
日
に
行
わ
れ
た

大
盤
解
説
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
将
棋

フ
ァ
ン
約
80
人
が
早
朝
か
ら
会
場
に
詰

め
か
け
、
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
で
対
局
状

況
を
観
戦
し

な
が
ら
、
大

型
将
棋
盤
を

使
っ
て
行
う

立
会
人
の
屋

敷
伸
之
九
段

や
佐
藤
義
則

八
段
な
ど
の

解
説
を
楽
し

み
ま
し
た
。

【
ジ
ョ
イ
ン
ト
フ
ェ
ス
タ
in
大
田
原
】

　

対
局
に
あ
わ
せ
て
28
日
、本
市
の「
将

棋
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た

め
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

剱
持
松
二
八
段
、
川
上
猛
六
段
、
松

本
佳
介
六
段
に
よ
る
「
多
面
指
し
指
導

対
局
」
に
は
延
べ
35
人
が
参
加
し
、
プ

ロ
と
の
貴
重
な
対
戦
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
良
き
伝
統
文
化
で
あ

る
将
棋
に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
西
村

一
義
九
段
に
よ

る
「
将
棋
の
歴

史
と
未
来
」
と

題
し
た
講
演
会

も
開
か
れ
、
約

約
50
人
の
参
加

者
は
熱
心
に
聴

き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

王
将
戦
開
催
実
行
委
員
会
（
企
画
政

　

策
課
政
策
担
当
）

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
１

　

総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
、
一
人
ひ

と
り
が
心
豊
か
に
自
分
ら
し
く
輝
い
て

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
広
く
市
民
の
皆
様
の
意
識
高

揚
を
図
る
た
め
、
「
男
女
共
同
参
画
講

演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
２
１
０
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。

【
海
外
研
修
報
告
】

　

講
演
会
に
先
立
ち
、
昨
年
10
月
６
日

か
ら
10
日
間
の
日
程
で
フ
ラ
ン
ス
と
オ

ー
ス
ト
リ
ア
を
訪
問
し
た
「
大
田
原
市

女
性
の
海
外
研
修
事
業
派
遣
団
」
の
海

外
研
修
報
告
が
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
の
幼

稚
園
や
高
齢
者
施
設
、
パ
リ
下
水
道
な

ど
の
施
設
の
現
況
や
課
題
、
ま
た
、
フ

ラ
ン
ス
・
カ
ヴ
ァ
イ
ヨ
ン
市
表
敬
訪
問

や
同
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
体
験
記

な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

【
講
演
会
】

　

「
婚
活
」
（
結
婚
活
動
）
と
い
う
造

語
を
考
案
し
た
中
央
大
学
文
学
部
教
授

の
山
田
昌
弘
氏
か
ら
、
「
婚
活
時
代
の

男
女
共
同
参
画
〜
う
ち
の
子
は
な
ぜ
結

婚
し
な
い
の
？
」
と
題
し
た
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

結
婚
に
対
す
る
考
え
方
の
変
化
や
、

晩
婚
化
・
未
婚
化
と
男
女
共
同
参
画
と

の
関
係
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
共
働
き
を
望
む

男
性
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
に
対

し
、
専
業
主
婦
を
希
望
す
る
若
年
層
の

女
性
が
増
え
て
い
る
と
い
う
状
況
を
紹

介
し
、
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
こ
と

が
「
婚
活
」
で
あ
り
、
少
子
化
を
救
う

一
つ
の
手
立
て
で
あ
る
と
結
び
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
１

　

３
月
14
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
大
田

原
市
長
選
挙
か
ら
、
次
の
投
票
区
の
投

票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
第
51
投
票
区
（
中
野
内
上
、
中
野
内

　

下
、
河
原
上
、
河
原
下
）

　

（
旧
）
両
郷
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
←

　

（
新
）
両
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　

（
２
３
）
８
７
１
５

第
59
期
王
将
戦
七
番
勝
負

第
２
局

＝
１
月
28
日
・
29
日
＝

男
女
共
同
参
画
講
演
会

＝
１
月
31
日
＝

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

きらきらメイツから花束を受け取
る羽生善治王将(左から２人目)と
久保利明棋王(右から２人目)

対局を見守る若草中学校の生徒

講師の山田昌弘氏（中央大学文学
部教授）

女性の海外研修事業派遣団員に
よる海外研修報告の様子

大盤解説会の様子大盤解説会の様子
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１
月
23
日
（
土
）
、
国
際
医
療
福
祉

大
学
の
大
講
堂
に
お
い
て
「
発
達
障
害

セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
市
教
育
委
員
会
、

市
幼
保
小
連
絡
協
議
会
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
が
主
催
し
、
発
達
障
害
を
早
期

に
支
援
す
る
こ
と
で
、
そ
の
障
害
の
あ

る
人
た
ち
が
楽
し
く
生
き
生
き
と
生
活

で
き
る
社
会
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
内
の
子
を
持
つ
親
た
ち
を
は
じ
め

市
外
か
ら
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
６

０
０
人
収
容
で
き
る
会
場
は
ほ
ぼ
満
席

の
状
態
。
そ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
埼
玉
県
入
間
市
で
発
達

障
害
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
え
じ
そ
ん
く
ら
ぶ
」
代
表
の

高
山
恵
子
さ

ん
が
招
か
れ

ま
し
た
。
高

山
さ
ん
は
臨

床
心
理
士
、

薬
剤
師
で
も

あ
り
、
文
部

科
学
省
の

小
・
中
学
校

に
お
け
る
特

別
支
援
教
育

に
関
す
る
作

業
部
会
委
員
な
ど
も
歴
任
。
発
達
障
害

の
あ
る
人
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
指
導

者
の
養
成
な
ど
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

「
発
達
障
害
の
理
解
と
支
援
〜
家

庭
・
園
・
学
校
で
で
き
る
こ
と
〜
」
と

題
し
た
講
演
。
そ
の
中
で
、
誤
解
か
ら

ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
発
達
障
害
の

具
体
的
な
症
例
を
示
し
な
が
ら
、
「
記

憶
す
る
こ
と
が
極
端
に
弱
く
、
す
ぐ
忘

れ
る
」
障
害
が
あ
る
こ
と
な
ど
へ
の
理

解
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
医
学
的
な

見
地
も
踏
ま
え
、
そ
う
し
た
障
害
の
あ

る
「
子
ど
も
の
視
点
に
立
つ
こ
と
が
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
、
「
両
親
、
教
師
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
パ
ー
ト
ナ
ー
」
な
ど
、

「
こ
の
人
が
ほ
め
る
と
す
ご
く
効
く
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
」
を
探
し
、
「
何
か
が
で

き
な
く
て
も
自
分
は
好
き
」
と
「
自
分

を
大
切
に
し
よ
う
と
思
う
気
持
ち
」
を

持
た
せ
る
こ
と
が
支
援
に
な
る
こ
と
を

示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　

（
９
８
）
７
１
１
３

　

２
月
13
日
（
土
）
、
平
成
21
年
度
の

「
天
文
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
が

開
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
平
成
20
年
4
月
に
開

館
し
た
「
ふ
れ
あ
い
の
丘
天
文
館
」
の

運
営
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
と
い
う
も
の
。
講

義
を
通
じ
て
天
体
観
測
に
必
要
な
知
識

を
身
に
つ
け
、
実
際
に
望
遠
鏡
を
操
作

し
そ
の
技
術
な
ど
を
習
得
し
て
も
ら
う

た
め
、
３
月
20
日
ま
で
６
回
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
受
講
者
は
9
名
。
年
齢
、
天

文
に
関
す
る
知
識
の
程
度
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
興
味
関
心
の
高
い
人
た
ち
ば

か
り
。
天
文
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
や

天
文
館
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
天
文
館
を
見
学
。
充
実
し
た
各

種
望
遠
鏡
な
ど
の
機
器
に
触
れ
、
今
後

の
展
開
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
丘
天
文
館

　
　
　

（
２
８
）
３
２
５
４

　

２
月
13
日
（
土
）
、
大
田
原
市
総
合

文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
「
第
12
回
60
与
一

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
「
楽
し
み
な
が
ら
社
会
と
つ
な

が
る
〜
こ
れ
か
ら
輝
く
あ
な
た
の
人
生

〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
事
例
発
表
や

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
、
地
元
で
活
躍
す
る
方
か

ら
の
事
例
発
表
。
両
郷
の
語
り
部
お
じ

さ
ん
こ
と
益
子
泰
雄
さ
ん
か
ら
は
、
那

須
与
一
や
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
地
元

の
小
学
生
た
ち
に
語
り
伝
え
る
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
、
大
田
原
ふ
る
さ
と
民

話
の
会
の
片

山
恵
美
子
さ

ん
か
ら
は
、

同
会
や
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ま
つ
ぼ

っ
く
り
」
で

の
活
動
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
専

任
講
師
大
石
剛
史
氏
に
よ
る
講
演
。
退

職
後
は
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
築

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
団
塊
の

世
代
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
し
て
い

く
重
要
な
立
場
に
あ
る
こ
と
を
訴
え
て

い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　

（
９
８
）
７
１
１
５

●
発
達
障
害
セ
ミ
ナ
ー

●
第
12
回
60
与
一
の
つ
ど
い

●
天
文
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

講師の高山恵子さん

600人近く集まった参加者600人近く集まった参加者

「
自
分
を
大
切
に
思
う
気
持
ち

　
持
た
せ
る
支
援
を
」

天文館職員から望遠鏡の
説明を受ける受講者

「
天
文
に
大
い
に
興
味
あ
り
」

９
名
が
学
ぶ

楽
し
み
な
が
ら

社
会
と
つ
な
が
る
す
べ
を
学
ぶ

手遊び歌を披露する
片山恵美子さん
手遊び歌を披露する
片山恵美子さん
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こ
れ
ま
で
県
で
行
っ
て
い
た
次
の
事

務
が
、
４
月
１
日
か
ら
市
の
事
務
に
な

り
ま
す
。

①
自
然
環
境
の
保
全
及
び
緑
化
に
関
す

　

る
条
例
（
昭
和
49
年
栃
木
県
条
例
第

　

５
号
）
に
基
づ
く
、
行
為
の
許
可
・
届

　

出
・
報
告
・
違
反
行
為
に
対
す
る
措

　

置
な
ど
の
事
務

○
大
田
原
市
内
の
対
象
地
域

・
親
園　

イ
ト
ヨ
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
生

　

息
地

・
金
丸　

那
須
神
社
境
内
林
お
よ
び
北

　

金
丸
地
内
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
の
群
生
地

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
整
備
課
林
業
振
興
係

　
　
　

（
２
３
）
８
１
２
６

②
栃
木
県
立
自
然
公
園
条
例
（
昭
和
33

　

年
栃
木
県
条
例
第
11
号
）
に
基
づ
く
、

　

行
為
の
許
可
・
届
出
・
報
告
・
違
反

　

行
為
に
対
す
る
措
置
な
ど
の
事
務

○
大
田
原
市
内
の
対
象
地
域

・
湯
津
上
地
区　

狭
原
、
小
船
渡
、
湯

　

津
上
、
佐
良
土
の
各
一
部

・
黒
羽
地
区　

黒
羽
田
町
、
前
田
、
堀

　

之
内
、
北
野
上
、
八
塩
、
北
滝
、
片

　

田
、
矢
倉
、
黒
羽
向
町
、
大
豆
田
、

　

桧
木
沢
、
寒
井
、
中
野
内
、
河
原
、

　

両
郷
、
久
野
又
、
大
輪
、
川
田
、
須

　

佐
木
、
雲
岩
寺
、
川
上
、
南
方
の
各

　

一
部

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
９

　

県
税
滞
納
の
た
め
差
し
押
さ
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
19
日
（
金
）
午
前
10
時

●
場　

所　

栃
木
県
那
須
庁
舎
第
２
会

　

議
室
（
大
田
原
市
中
央
１
‐
９
‐
９
）

●
持
参
す
る
も
の　

現
金
、
印
鑑
、
筆

　

記
具

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
県
税
事
務
所
収
税
課

　
　
　

（
２
３
）
４
１
７
１

県
の
事
務
か
ら
市
の
事
務
に

電
話
加
入
権
を
公
売

　インターネットオークションは、便利な反面、オークショ
ン詐欺など、次のようなトラブルが多く報告されています。
・前払いで代金を振り込んだが、商品が送られて来ない。
・届いた商品が故障していたので返品を申し出ると、「ノー
　クレーム・ノーリターン」と記載していると言われた。
・自分のＩＤとパスワードを他人が勝手に使用してオーク　
　ションに出品し、落札者から商品を引き渡すよう請求された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　インターネットオークションは個人間取引が原則ですので、
基本的に個人の責任で行うものであり、相手を信頼して取引
を行うかなどの最終的な判断は自分で行うことになります。
そのため、次のような点に注意してください。
・相手方の情報をうのみにせず、その情報が正しいか確認し
　ましょう。
・取引相手のメールアドレスや携帯電話の番号だけでなく、
　住所や固定電話の番号などの連絡先も確認し、事前に連絡
　を取りましょう。
・出品者の評価などを取引前に確認しましょう。
・代金の支払い方法は、仲介業者を介して代金や品物をやり
　取りするエスクローサービスなど、トラブルになりにくい
　方法を選択するようにしましょう。
・万一トラブルになった場合に備えて、オークションの画面
　や相手とのやり取りメールなどの控えを保存しておきましょ
　う。
※オークションサイトによっては補償制度を設けている場合
　もありますが、補償の対象や内容はそれぞれ異なります。
　どのような場合に適用になるか事前に確認しておきましょう。

大 田 原 市 消 費 生 活 セ ン タ ー 情 報大 田 原 市 消 費 生 活 セ ン タ ー 情 報

○品物は消費生活センターには置いてありません。センターに
　連絡をいただいた後は、相手方を紹介し、個人間のやり取り
　となります。
○お互いの話し合いにより、原則として無料で受け渡しをお願
　いします。有料希望は受け付けません。
○トラブルを防ぐため、内容変更や結果（成立・不成立など）
　をセンターにご連絡ください。
○連絡がない場合は、登録日から６か月で登録抹消いたします。

不用品受け渡しに関する注意事項

■問い合わせ
　大田原市消費生活センター（住吉町１－９－３７）
　　　　（２３)６２３６
　《受付時間》平日  午前９時～正午、午後１時～４時

インターネットオークションのトラブル

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（２月16日現在)

●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ダブルベッドマット、洋服ダンス
　ローテーブル、二人がけソファー
　和ダンス、整理ダンス
　サイドボード、応接セット
　学習机・椅子一式、電子オルガン
●その他
　室内用ステッパー、ストーブガード
　ぜんまい式腕時計、硬式テニスラケット

●お母さん・お子さん向け
　幼児用チャイルドシート（ベスト型、通常型）
　赤ちゃん用階段侵入防止柵
　ベビー服、ベビー用品一式
　ジャングルジム
　子ども用マウンテンバイク、バギー
　130㎝男子用衣料品全般
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ダイニングテーブル一式、整理ダンス
　コーナーソファー、掃除機、洗濯機
　炊飯器、ガス台、テレビ、電子ピアノ
　ＤＶＤデッキ・プレーヤー
●その他
　大田原女子高校冬用制服上下（11号）
　スクーター、自転車、着物一式
　竹製苗運びかご、大八車・荷車
　米びつ（木製）、マブシ織り具
　農業用手押し式溝切り機



○

○大田原警察署
　○
大田原
図書館

大田原市役所
　　   ○

大田原体育館

　　　○
白河信金

○ベイシア

お知らせ

●
期　

間　

３
月
上
旬
〜
６
月
下
旬

●
場　

所　

市
道
市
役
所
通
り
線

　

（
左
図
の
と
お
り
）

●
工
事
内
容　

交
差
点
改
良
工
事

※
工
事
期
間
中
、
図
示
し
た
交
差
点
で

　

は
片
側
交
互
通
行
と
な
り
ま
す
。
皆

　

様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

道
路
建
設
課
道
路
１
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
１
０

　

４
月
１
日
か
ら
肝
臓
機
能
障
害
の
あ

る
方
が
身
体
障
害
者
と
し
て
追
加
さ
れ
、

身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
交
付
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
対
象
者

・
身
体
障
害
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝

　

臓
機
能
障
害
の
あ
る
方

・
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療
法
を

　

実
施
し
て
い
る
方

●
認
定
基
準

・
主
と
し
て
肝
臓
機
能
障
害
の
重
症
度

　

分
類
（Child-Pugh

分
類
）
に
お
い

　

て
、
グ
レ
ー
ド
Ｃ
の
状
態
が
３
か
月

　

以
上
継
続
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、

　

診
断
前
の
６
か
月
間
以
上
の
断
酒
と
、

　

積
極
的
治
療
の
実
施
が
条
件
。

・
補
完
的
な
肝
機
能
診
断
、
症
状
に
影

　

響
す
る
病
歴
、
日
常
生
活
活
動
に
関

　

係
す
る
症
状
を
あ
わ
せ
て
評
価
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
手
帳
交
付
申
請
書

②
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、
脱

　

帽
で
上
半
身
の
も
の
）

③
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条
の
指
定

　

を
受
け
た
医
師
が
作
成
し
た
肝
臓
機

　

能
障
害
用
の
診
断
書
・
意
見
書

④
印
鑑
（
ゴ
ム
製
の
も
の
は
不
可
）

⑤
す
で
に
別
の
障
害
で
身
体
障
害
者
手

　

帳
を
お
持
ち
の
方
は
交
付
済
み
の
手
帳

※
手
帳
交
付
申
請
書
、
診
断
書
・
意
見

　

書
の
様
式
は
福
祉
課
（
市
役
所
東
別

　

館
内
）
、
黒
羽
支
所
市
民
福
祉
課
、

　

湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課
に
あ
り
ま
す
。

●
申
請
先

・
福
祉
課
（
市
役
所
東
別
館
内
）

・
黒
羽
支
所
市
民
福
祉
課

・
湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　

（
２
３
）
８
９
２
１

　

介
護
者
同
士
の
励
ま
し
あ
い
や
助
け

合
い
は
、
介
護
の
上
で
大
き
な
力
と
な

り
ま
す
。
介
護
さ
れ
て
い
る
多
く
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
11
日
（
木
）
午
前
11

　

時
〜
午
後
３
時
30
分

●
場　

所　

大
田
原
市
ふ
れ
あ
い
の
丘

　

シ
ャ
ト
ー
・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

●
内　

容

①
自
己
紹
介
・
交
流
会
（
午
前
11
時
〜
）

②
認
知
症
に
つ
い
て
「
介
護
の
思
い
」

　

を
語
ろ
う
（
午
後
２
時
〜
）

　

講
師　

見
川
医
院
院
長

　
　
　
　

見
川
泰
岳
先
生

●
定　

員　

30
名

●
参
加
費　

昼
食
代
（
実
費
）

●
申
込
方
法　

３
月
８
日
（
月
）
ま
で

　

に
、
左
記
ま
で
申
し
込
み
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
高
齢
対
策
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
４
０

　

基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
２
３
）
８
７
５
７

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
・
湯
津
上
地
区　
　

  

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
黒
羽
地
区　
　
　
　
　
　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

肝
臓
機
能
障
害
の
あ
る
方
に

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

介
護
者
交
流
会
・
研
修
会

道
路
工
事
の
お
知
ら
せ

市
道
市
役
所
通
り
線

那須庁舎
　  ○

至黒羽至野崎

至西那須野駅

国道461号

市道大田原野崎線

市
道
市
役
所
通
り
線

工事箇所

市道大田原野崎線

市
道
市
役
所
通
り
線

国道461号

県北健康
福祉センター
　　○

神明町交差点
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大
田
原
市
臓
器
移
植
推
進
協
議
会
で

は
、
臓
器
移
植
希
望
登
録
者
お
よ
び
更

新
者
が
臓
器
移
植
を
受
け
る
チ
ャ
ン
ス

を
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
登

録
や
更
新
に
か
か
る
費
用
の
助
成
を
始

め
ま
す
。

●
対
象
者

　

市
内
在
住
者
で
あ
り
、

・
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ

　

ー
ク
に
移
植
希
望
登
録
を
す
る
人

・
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ

　

ー
ク
に
移
植
希
望
更
新
を
す
る
人

●
助
成
内
容

・
新
規
登
録
時
の
組
織
適
合
性
検
査
費

　

用
の
う
ち
、
財
団
法
人
栃
木
県
臓
器

　

移
植
推
進
協
会
か
ら
助
成
さ
れ
た
額

　

を
除
い
た
額
で
上
限
３
万
円

・
移
植
希
望
更
新
料
全
額

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
組
織
適
合
性
検
査
費
、
ま
た
は
、
臓

　

器
移
植
希
望
更
新
料
助
成
金
交
付
申

　

請
書

②
組
織
適
合
性
検
査
費
、
ま
た
は
、
臓

　

器
移
植
希
望
更
新
料
の
領
収
書
の
写

　

し
③
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ

　

ー
ク
移
植
希
望
登
録
完
了
通
知
の
写

　

し
、
ま
た
は
、
社
団
法
人
日
本
臓
器

　

移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
移
植
希
望
更
新

　

完
了
通
知
の
写
し

※
①
の
用
紙
は
市
健
康
政
策
課
に
あ
り

　

ま
す
。

●
申
込
方
法

　

必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
市
臓
器
移
植

　

推
進
協
議
会
（
健
康
政
策
課
内
）
へ

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
臓
器
移
植
推
進
協
議
会

　

（
事
務
局
・
市
健
康
政
策
課
内
）

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
４

臓
器
移
植
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

検
査
費
お
よ
び
更
新
料
の

助
成
を
始
め
ま
す

10か月～11か月のお子さんを対象とした、こころとことばを育む準備の教
室です。対象者には個別に通知します。

いつまでも住み慣れた地域でいきいきと自分らしく生きるために、積極的
に身体を動かし、脳を活発に働かせましょう。

日　時 場　所
３月25日(木)
 9:30～11:00

内　　容

管理栄養士・保健師・看護師が子育てについての相談を受けます。育児に
関する悩みについて、お気軽にご相談ください。

黒羽
保健センター

身長と体重測定・育児
相談

持ち物
親子健康手帳
(母子健康手帳)

日　時 場　所
３月19日(金)
 9:30～11:30

内　　容
大田原
保健センター

講話・集団指導（親子の
スキンシップ）

持ち物
親子健康手帳
(母子健康手帳)

日　時 場　所
３月23日(火)
 9:30～11:30

内　　容
大田原
保健センター 与一いきいき体操

すくすく教室 ■こども課母子健康係　(２３)８６３４

おたっしゃクラブ ■高齢いきがい課介護予防係　　(２３)８９１７

リフレッシュデイ
健康で自立した生活を続けるために、体を動かし、心身ともにリフレッシ
ュしましょう。
日　時 場　所

３月17日(水)
10:00～11:30

内　　容
しんとみ
リフレッシュパーク

与一いきいき体操
パネル説明板に沿った運動

持ち物
飲み物・帽子
・タオル

■高齢いきがい課介護予防係　　(２３)８９１７

乳幼児健康相談 ■こども課母子健康係　(２３)８６３４

※雨天時中止

　　年金に未加入（未納）だけれど、保険料を払わなければ、ど
　うせ将来その分の年金を貰えないのだから、納めなくていいの
　では？

　　年金は世代間扶養を基本としています。未加入や未納は、社
　会連帯の輪の中で、義務を果たしていないことになります。ま
　た、未加入や未納が増えると、保険料が上昇し、頑張って保険
　料を納めている人に迷惑をかけることになります。公的年金制
　度は、他の人の払った保険料で、親の老後の心配をしないで済
　むという間接的な恩恵を受けているのです。

　　老後について特に考えていないし、公的年金を当てにしてい
　ないので、年金は未加入や未納でもいいのでは？

　　公的年金は、老後だけではなく、万が一の障害の保障もあり
　ます。一定以上未納にすると、受給要件を満たさないこともあ
　ります。
　　今まで頑張って義務を果たし、保険料を納めた方々は、現に
　老後に年金を受給し、年金制度を高く評価しています。基礎年
　金額を利子収入やパート労働で得ようとするとどうなるか考え
　ると、年金の重みを実感していただけると思います。

■問い合わせ
　市国保年金課国民年金係　　（２３）８９２８
　大田原年金事務所　　　　　（２２）６３１１

国民年金Ｑ＆Ａ

Ａ１

Ｑ１

Ａ２

Ｑ２

「なぜ未納・未加入がいけないの？」

お知らせ
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●
対
象
児　

生
後
３
か
月
〜
生
後
90
か

　

月
未
満
で
、
ま
だ
２
回
投
与
を
受
け

　

て
い
な
い
お
子
さ
ん
（
望
ま
し
い
接

　

種
月
令　

生
後
３
か
月
〜
18
か
月
）

●
接
種
費
用　

無
料

●
期
日
・
場
所
・
対
象
地
区

前
期
ポ
リ
オ
予
防
接
種

集
団
接
種
を
実
施
し
ま
す

●
受
付
時
間　

午
後
１
時
20
分
〜
２
時

　

20
分
（
時
間
厳
守
）

●
持
ち
物　

親
子
健
康
手
帳
ま
た
は
母

　

子
健
康
手
帳
・
予
診
票
（
保
護
者
が

　

正
確
に
記
入
し
た
も
の
）

●
接
種
方
法　

生
ワ
ク
チ
ン
を
飲
む
こ

　

と
で
免
疫
を
つ
け
ま
す
。
な
お
、
１

　

回
の
接
種
だ
け
で
は
充
分
な
免
疫
が

　

つ
か
な
い
た
め
、
２
回
飲
む
こ
と
が

　

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※

毎
年
４
月
と
10
月
に
実
施
し
て
い
ま

　

す
の
で
多
少
間
が
あ
い
て
も
２
回
飲

　

む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
受
け
ら
れ
な
い
お
子
さ
ん

・
下
痢
を
し
て
い
る

・
37
．
５
度
を
超
え
る
発
熱
が
あ
る

・
重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る

・
免
疫
機
能
に
異
常
が
あ
る
か
、
免
疫

　

抑
制
を
き
た
す
治
療
を
受
け
て
い
る

・
予
防
接
種
に
含
ま
れ
て
い
る
成
分
で

　

ひ
ど
い
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
こ
し
た
こ

　

と
が
あ
る

・
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

　

が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る

※

風
邪
気
味
の
お
子
さ
ん
、
け
い
れ
ん

　

を
起
こ
し
た
事
の
あ
る
お
子
さ
ん
は

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

●
接
種
上
の
注
意

・
対
象
児
に
は
４
月
分
と
10
月
分
の
予

　

診
票
を
一
度
に
送
付
し
ま
す
。
10
月

　

開
催
時
に
は
通
知
を
送
付
し
ま
せ
ん

　

の
で
、
広
報
お
お
た
わ
ら
を
ご
覧
の

　

う
え
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
会
場
で
体
温
測
定
を
し
ま
す
。

・
接
種
を
受
け
る
か
ど
う
か
の
最
終
判

　

断
（
サ
イ
ン
）
を
保
護
者
に
し
て
い

　

期　日 場　　所 対象地区

　

た
だ
き
ま
す
の
で
、
必
ず
保
護
者
が

　

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

・
他
の
ワ
ク
チ
ン
と
の
間
隔
に
注
意
し

　

て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
指
定
日
に
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、

　

他
の
日
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
接
種
後
の
注
意

・
入
浴
は
普
段
の
様
子
と
変
わ
り
な
け

　

れ
ば
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

・
接
種
当
日
は
激
し
い
運
動
を
さ
け
て

　

く
だ
さ
い
。

・
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ん
で
30
分
以
内
に
吐

　

き
出
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
申
し
出
て

　

く
だ
さ
い
。

●
副
反
応
に
つ
い
て

・
極
め
て
ま
れ
な
頻
度
で
す
が
、
接
種

　

後
に
マ
ヒ
を
生
ず
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　

身
体
に
異
常
が
見
ら
れ
た
時
は
、
か

　

か
り
つ
け
の
医
師
の
診
察
を
受
け
、

　

母
子
健
康
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
予
防
接
種
を
受
け
た
人
か
ら
接
種
後

　

15
〜
37
日
間
（
平
均
26
日
間
）
に
わ

　

た
っ
て
ポ
リ
オ
ウ
ィ
ル
ス
が
便
中
に

　

排
泄
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
が

　

ポ
リ
オ
ウ
ィ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
を

　

も
っ
て
い
な
い
人
や
抗
体
価
の
低
い

　

人
に
感
染
し
て
マ
ヒ
を
起
こ
す
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
頻
度
は
と
て

　

も
低
く
、
５
５
０
万
人
に
１
人
程
度

　

の
割
合
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
母
子
健
康
係

　
　
　

（
２
３
）
８
６
３
４

開
設
日

開
設
日

開
設
日
開
設
日
開
設
日

開
設
日

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報

４月７日(水)

４月８日(木)

４月９日(金)

４月14日(水)

４月16日(金)

４月20日(火)

４月22日(木)

大田原東地区公民館

湯津上環境改善センター

大田原東地区公民館

黒羽保健センター

大田原東地区公民館

黒羽保健センター

大田原東地区公民館

湯津上全地区

川西全地区・須賀川全地区

黒羽全地区・両郷全地区

若草･本町･中央･金田全地区

加治屋･紫塚･若松町･末広･
野崎全地区

浅香･富士見･住吉町･
実取団地・親園全地区

美原･新富町･山の手･元町･
城山･佐久山全地区

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

■問い合わせ
　こども課子育て支援係 　（２３    ）８９３２

火・木曜日
休館：3/11、3/30

水曜日
休館：3/31

火･木･金･第２土曜日
休館：3/30

月曜日
休館：3/22

子育てサロンおおたわら
（場所：大田原保健センター）
子育てサロンのざき
（場所：うすばアットホーム）
子育てサロンゆづかみ
（場所：湯津上農村環境改善センター）

月･水･金・第４土曜日、3/20
休館：3/22、3/27、3/29、3/31

つどいの広場 県北体育館
（場所：県北体育館  幼児体育室）

つどいの広場 さくやま
（場所：旧さくやま保育園）

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保
護者の交流の場です

就園前のお子さんと保護者が交流を図り
ながら育児相談などを行うための場です

月・水曜日
休館：3/22、3/29、3/31

子育てサロンかわにし
（場所：川西高齢者ほほえみセンター）

お知らせ
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子育て支援センター
★開設時間  午前の部　9:00～12:00
　　　　　  午後の部  13:00～16:00

【お願い】ケガや事故防止のため、お子さんから目を
　　　　　離さないようお願いします。

親子交流の場の提供や子育
ての悩みに関する相談 ・ 適
切なアドバイスを行います

すみよし子育て支援センター（場所：子育てプラザ館）
くろばね子育て支援センター（場所：くろばね保育園）
しんとみ子育て支援センター（場所：しんとみ保育園）
開設日  毎週  月～金曜日　休館：3/22
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栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
Ｓ
Ｃ
）
と

大
田
原
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、
サ
ッ

カ
ー
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
サ

ッ
カ
ー
を
通
し
て
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
文

化
を
創
造
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

心
身
の
発
達
と
社
会
の
発
展
に
貢
献
す

る
た
め
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
「
大
田

原
ス
ク
ー
ル
」
の
受
講
生
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
期
間　

４
月
〜
平
成
23
年
３
月
、

　

毎
週
水
曜
日
（
年
間
35
回
程
度
）

●
開
催
場
所　

大
田
原
体
育
館
（
大
田

　

原
市
本
町
１
丁
目
）

●
対
象
・
定
員
・
開
催
時
間　

左
表
の

　

と
お
り

●
指
導
者　

栃
木
Ｓ
Ｃ
普
及
育
成
グ
ル

　

ー
プ
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

●
受
講
料　

年
会
費
５
０
０
０
円
（
キ

　

ッ
ズ
ク
ラ
ス
は
無
料
）
、
月
会
費
４

　

０
０
０
円

●
そ
の
他　

栃
木
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

　

エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
体
験
（
低
学
年

　

以
下
）
な
ど
の
特
典
あ
り
。

●
申
込
方
法　

栃
木
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
掲
載
ま
た
は
県
北
体
育
館
に
あ

　

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

　

栃
木
Ｓ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
ま
で

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
申
し
込

　

み
。

●
受
付
期
間　

３
月
中
旬
ご
ろ
（
募
集

　

開
始
日
は
、
栃
木
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
確
認
）
か
ら
先
着
順
に
受
け
付

　

け
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

㈱
栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　

栃
木
Ｓ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
係

　
　

〒
３
２
０
‐
０
０
２
４

　
　

宇
都
宮
市
栄
町
１
‐
１
５

　
　

栃
木
県
開
発
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　
　

０
２
８
（
６
５
０
）
５
５
４
０

　
　
　

０
２
８
（
６
０
０
）
５
５
５
９

　
　
　

http://w
w
w
.tochigisc.jp/

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

（
２
２
）
８
０
１
７

●
対　

象　

小
学
１
年
生
〜
３
年
生

●
練
習
日
時　

４
月
〜
平
成
23
年
３
月
、

　

毎
月
第
１
日
曜
日
、
午
前
９
時
〜
11

　

時
30
分

●
練
習
場
所

　

大
田
原
グ
リ
ー
ン

　

パ
ー
ク

●
指
導
者　

大
田
原

　

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

　

ス
タ
ッ
フ

●
受
講
料　

年
会
費

　

３
０
０
０
円
（
ス

　

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
代
含
む
）

●
申
込
方
法　

左
記
ま
で
電
話
で
申
し

　

込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
サ
ッ
カ
ー
協
会　

森
泰
久

　
　
　

（
２
３
）
１
４
７
７

●
練
習
日
時
・
場
所
な
ど　

練
習
場
所

　

を
変
更
す
る
予
定
が
あ
る
た
め
、
詳

　

細
は
未
定
。
申
し
込
み
は
受
け
付
け

　

ま
す
。

●
申
込
方
法　

左
記
ま
で
電
話
で
問
い

　

合
わ
せ
の
う
え
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

　

郡
司
陸
成
（
エ
ー
エ
ム
ト
ラ
ベ
ル
内
）

　
　
　

（
５
４
）
４
４
４
４

　

館
内
清
掃
と
点
検
の
た
め
、
次
の
と

お
り
臨
時
休
館
し
ま
す
。

●
期　

間

　

３
月
１
日
（
月
）
〜
８
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係

　
　
　

（
２
２
）
８
０
１
２

　

屋
内
温
水
プ
ー
ル

　
　
　

（
２
４
）
０
７
７
８

栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

「
大
田
原
ス
ク
ー
ル
」受
講
生
募
集

大
田
原
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

練
習
生
募
集

屋
内
温
水
プ
ー
ル
臨
時
休
館

黒
羽
会
場

大
田
原
会
場

クラス

キ　ッ　ズ

ジュニアＢ

ジュニアＡ

対　象
（性別不問）

４～６歳
（年中・年長）

小学１～３年

小学４～６年

20名

30名

30名

15:00
～15:50

16:00
～17:00

17:10
～18:30

定員 時　間

栃木サッカークラブサッカースクール
「大田原スクール」

栃木ＳＣによる「大田原スクール」の様子栃木ＳＣによる「大田原スクール」の様子

屋内温水プール屋内温水プール
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日
本
、
韓
国
両
国
の
中
学
・
高
校
生

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
総
勢
24
名
が
参
加

し
ま
す
。
皆
様
の
応
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
期　

日　

３
月
30
日
（
火
）
〜
４
月

　

１
日
（
木
）

●
場　

所　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト
リ
ー

　

ク
ラ
ブ

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

コ
ー
ス
内
で
観
覧
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
主　

催　

日
本
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
連
盟

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　

（
２
３
）
１
１
０
１

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

（
２
２
）
８
０
１
７

　

コ
ン
ペ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
、
ゴ
ル

フ
場
の
売
上
の
一
部
を
日
本
高
等
学
校

ゴ
ル
フ
連
盟
に
寄
付
し
ま
す
。
市
民
の

皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
ぜ
ひ
お
願
い

し
ま
す
。

●
期　

日　

３
月
28
日
（
日
）

●
場　

所

　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン

　

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
料　

１
万
円

　

（
セ
ル
フ
プ
レ
ー
・

　

昼
食
・
参
加
料
・

　

パ
ー
テ
ィ
ー
費
込
み
）

※
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
ワ
ン
オ
ン
し
な

　

い
場
合
、
３
０
０
円
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

　

ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　

（
２
３
）
１
１
０
１

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

（
２
２
）
８
０
１
７

●
対
象
者
・
定
員　

市
内
在
住
の
60
歳

　

以
上
の
男
女
30
名

※
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
日　

時

　

４
月
８
日
・
15
日
・
22
日

　

５
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日

　

６
月
３
日
・
10
日
・
17
日

　

全
10
回
、
毎
週
木
曜
日
、
午
前
10
時

　

〜
正
午

●
場　

所

　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン

　

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
講　

師

　

加
藤
宏
先
生

　

隅
倉
廣
江
先
生

　

西
川
恵
太
郎
先
生

●
受
講
料　

１
万
７
０
０
０
円
（
ラ
ウ

　

ン
ド
レ
ッ
ス
ン
料
、
保
険
料
を
含
む
）

●
申
込
方
法

・
３
月
18
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
県

　

北
体
育
館
研
修
室
で
先
着
順
に
受
け

　

付
け
。

・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

・
代
理
者
が
申
し
込
む
場
合
、
代
理
者

　

１
名
に
つ
き
１
名
分
の
申
し
込
み
可
。

　

受
付
に
来
た
申
込
者
が
、
自
分
と
他

　

者
の
分
を
同
時
に
申
し
込
む
こ
と
は

　

不
可
。

・
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

（
２
２
）
８
０
１
７

●
対
象
者

　

市
内
在
住
ま
た
は

　

在
勤
者

●
期
間
・
定
員
な
ど

　

下
表
の
と
お
り

●
場　

所

　

美
原
公
園
テ
ニ
ス

　

コ
ー
ト

●
申
込
方
法　

３
月
８
日
（
月
）
〜
26

　

日
（
金
）
の
土
・
日
を
除
く
午
前
８

　

時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
ま
で
、
ス

　

ポ
ー
ツ
振
興
課
（
県
北
体
育
館
内
）

　

の
窓
口
ま
で
直
接
申
し
込
み
。

※
電
話
で
の
申
し
込

　

み
は
不
可
。
定
員

　

に
な
り
次
第
締
め

　

切
り
。

●
主　

催

　

大
田
原
市
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

（
２
２
）
８
０
１
７

　

コ
ー
チ
ス
タ
ッ
フ　

後
藤
敏
雄

　
　
　

（
２
８
）
２
６
８
４

期　間

時　間

定　員

内　容

参加費

４月２日～６月18日
毎週金曜日、全 12 回

午後６時 30 分
～８時 30 分

45 人

ショートテニス
～基礎テニス

4,000 円（初日の開講
式のときに集金）

４月７日～６月30日
毎週水曜日、全 12 回

午後７時 30 分
～９時 30 分

30 人

基礎テニス

中学生・高校生 5,000 円
一般　6,000 円（同左）

小学生 中学生～成人

観覧の様子

第
９
回
日
韓
対
抗
中
学
・
高
校
生

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

第
９
回
日
韓
対
抗
中
学
・
高
校
生

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ
参
加
者
募
集

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室
受
講
生
募
集

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

硬式テニス教室
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「
論
語
」
は
、
日
本
で
も
長
い
間
親

し
ま
れ
て
き
た
世
界
の
古
典
で
あ
り
、

人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
教
え
の
宝
庫

で
す
。
こ
の
論
語
の
教
え
を
基
に
、
市

民
の
「
志
」
を
高
め
、
人
と
し
て
の
品

格
と
誇
り
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

本
年
度
も
何
陋
塾
（
論
語
素
読
塾
）
を

開
設
し
ま
す
。

●
履
修
期
間
・
日
時

　

平
成
22
年
４
月
〜
平
成
23
年
３
月
の

　

間
の
毎
月
第
３
土
曜
日

　

親
子
・
午
前
９
時
30
分
〜
50
分
程
度

　

一
般
・
午
前
10
時
30
分
〜
１
時
間
程
度

※
施
設
の
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

●
場　

所

　

黒
羽
・
川
西
地
区
公
民
館
（
黒
羽
庁

　

舎
２
階
）

●
対
象
者

・
親
子

　

市
内
在
住
の
小
学
生
の
親
子
（
原
則

　

保
護
者
の
送
り
迎
え
が
出
来
る
方
）

・
一
般

　

市
内
在
住
、
在
勤
の
成
人

●
募
集
人
員　

各
40
名

●
講　

師

　

親
子
・
塩
野　

操
氏
（
黒
羽
芭
蕉
の

　
　
　
　

館
館
長
）

　

一
般
・
小
沼　

隆
氏
（
大
田
原
市
教

　
　
　
　

育
長
）

●
受
講
料　

年
間
３
０
０
０
円
（
資
料

　

代
を
含
む
）

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日
（
月
）
〜
３
月
31
日
（
水
）

※
募
集
期
間
以
降
も
随
時
入
塾
可
。
定

　

員
を
超
え
た
場
合
、
事
務
局
の
抽
選

　

に
よ
り
受
講
者
を
決
定
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
兼
公
民
館
係

　
　
　

（
９
８
）
７
１
１
５

　

那
須
与
一
伝
承
館
で
は
、
中
世
の
武

具
や
戦
闘
に
つ
い
て
の
専
門
家
で
あ
る

近
藤
好
和
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
知
ら

れ
ざ
る
源
平
合
戦
の
実
像
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

（
開
場
午
後
１
時
）

●
場　

所　

那
須
与
一
伝
承
館　

多
目

　

的
ホ
ー
ル

●
演　

題　
「
源
平
時
代
の
武
具
と
戦
闘
」

●
講　

師　

近
藤
好
和
氏
（
國
學
院
大

　

学
講
師
）

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

１
９
５
７
年
生
ま
れ
。
國
學
院
大
学

　

大
学
院
修
了
。
博
士
（
文
学
）
。
国

　

立
歴
史
民
俗
博
物
館
客
員
教
授
や
神

　

奈
川
大
学
特
任
教
授
な
ど
を
経
て
、

　

現
職
。
主
な
著
書
に
『
弓
矢
と
刀
剣

　

中
世
合
戦
の
実
像
』
、
『
中
世
的
武

　

具
の
成
立
と
武
士
』
、
『
騎
兵
と
歩

　

兵
の
中
世
史
』
（
以
上
吉
川
弘
文
館
）
、

　

『
源
義
経
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
、

　

『
装
束
の
日
本
史　

平
安
貴
族
は
何

　

を
着
て
い
た
の
か
』
（
平
凡
社
新
書
）
。

●
入
場
料　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　

（
２
０
）
０
２
２
０

　

黒
羽
文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、地
域

に
お
け
る
文
化
振
興
を
目
指
し
て
、次
の

と
お
り
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
７
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場　

所　

大
田
原
市
ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
　
（
５
９
）０
８
５
５

●
入
場
料　

無
料

●
主　

催

　

黒
羽
文
化
祭
実
行

　

委
員
会

　

黒
羽
文
化
協
会

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
文
化
協
会

　

事
務
局（
文
化
振
興
課

　

文
化
振
興
係
）

　
　
（
２
３
）８
７
１
８

　

「
人
間
は
み
な
自
由
で
平
等
、
人
間

の
命
に
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
、
「
生
命
行
政
」
に
徹
し
、
日
本
の

自
治
体
で
初
め
て
60
歳
以
上
の
村
民
と

乳
児
の
医
療
費
を
無
料
化
し
た
岩
手
県
・

旧
沢
内
村
が
モ
デ
ル
の
映
画
。

●
日　

時　

３
月
14
日
（
日
）

①
午
前
10
時
30
分

②
午
後
２
時

③
午
後
７
時

　

の
３
回
、
上
映
開
始
30
分
前
に
開
場

●
場　

所　

黒
磯
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

●
前
売
り
券　

　

一
般
・
大
学
生　

１
０
０
０
円

　

（
当
日
券
１
５
０
０
円
）

　

小
中
高
生
・
障
が
い
者　

８
０
０
円

　

（
当
日
券
同
額
）

●
後　

援　

大
田
原
市
ほ
か

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

「
い
の
ち
の
山
河
」
を
観
る
会

　

阿
部

　
　

０
９
０
‐
３
９
１
８
‐
３
８
１
１

　

印
南

　
　

０
８
０
‐
５
１
７
４
‐
３
６
４
７

　

榎

　
　

０
９
０
‐
５
６
１
８
‐
３
９
０
４

論
語
素
読
塾

「
何
陋（
か
ろ
う
）塾
」

  

親
子
・一
般  
受
講
生
募
集

那
須
与
一
伝
承
館
歴
史
講
演
会

「
源
平
時
代
の
武
具
と
戦
闘
」

映
画「
い
の
ち
の
山
河
」上
映
会映画パンフレット

昨年度行われた親子論語素読
講座の様子

昨年の様子昨年の様子

第
18
回
春
の
会

ス
テ
ー
ジ
部
門
発
表
会



●
応
募
資
格

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
60
歳
以
上
の
方
、

　

ま
た
は
高
齢
者
福
祉
に
理
解
が
あ
り

　

１
年
間
を
通
じ
て
受
講
で
き
る
20
歳

　

以
上
の
方

●
内
容（
回
数
は
ど
の
講
座
も
原
則
月
４

　

回
と
な
り
ま
す
）

【
陶
芸
講
座
】

○
講　

師　
　

日
原　

悠
子

○
定　

員　
　

50
名

○
曜　

日　
　

月
曜
日

○
時　

間　
　

午
前
９
時
〜
正
午

【
竹
工
芸
講
座
】

○
講　

師　
　

佐
川　

勝
一

○
定　

員　
　

25
名

○
曜　

日　
　

水
曜
日

○
時　

間　
　

午
後
１
時
〜
３
時

【
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
座
】

○
講　

師　
　

永
山　

宣
夫

○
定　

員　
　

25
名

○
曜　

日　
　

金
曜
日

○
時　

間　
　

午
後
１
時
〜
３
時

●
受
講
料　

無
料

　
（
材
料
費
は
個
人
負
担
）

●
申
込
期
間

　

３
月
19
日（
金
）〜
３
月
26
日（
金
）

●
申
込
方
法

　

募
集
期
間
内
に
、高
齢
い
き
が
い
課

　
（
市
役
所
東
別
館
）に
あ
る
申
込
書
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付
け

　

ま
せ
ん
。

○
複
数
の
講
座
の
申
し
込
み
も
で
き
ま

　

す
。た
だ
し
、定
員
の
都
合
上
調
整
さ

　

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
講
者
の
決
定

　

各
講
座
と
も
、60
歳
以
上
で
新
規
の
受

　

講
者
を
最
優
先
と
し
て
決
定
し
、そ
の

　

結
果
を
後
日
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
高
齢
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
４
０

●
勤
務
場
所
・
時
間
・
内
容

【
味
処
ゆ
づ
か
み（
な
か
が
わ
水
遊
園
内
）】

・
勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

・
勤
務
内
容　

接
客
・
飲
食
提
供
業
務

　

（
そ
ば
打
ち
含
む
）

【
レ
ス
ト
ラ
ン
牧
場（
湯
津
上
庁
舎
隣
）】

・
勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

・
勤
務
内
容　

接
客
・
飲
食
提
供
業
務
、

　

ジ
ェ
ラ
ー
ド
製
造
販
売
業
務

●
応
募
資
格　

18
歳
か
ら
55
歳
ま
で
の

　

方
で
、
土
・
日
・
祝
日
に
か
か
わ
ら

　

ず
勤
務
で
き
る
方

●
募
集
人
数　

各
若
干
名

●
賃　

金　

時
給
７
０
０
円

●
そ
の
他

・
勤
務
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
。

・
味
処
ゆ
づ
か
み
で
は
、
そ
ば
打
ち
経

　

験
者
大
歓
迎
。

■
問
い
合
わ
せ

　

（
財
）
大
田
原
市
農
業
公
社

　

味
処
ゆ
づ
か
み

　
　
　

（
９
８
）
６
０
０
１

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

平
成
22
年
度
第
１
期（
４
月・５
月
）講
座
受
講
生
募
集

※料理は月３回の実施
※都合により開講日などを変更する場合があります。

「
工
房
わ
か
く
さ
」受
講
生
募
集

味
処
ゆ
づ
か
み・レ
ス
ト
ラ
ン
牧
場

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

●対象者　おおむね35歳までの方なら、どなたでも受講できます。（大学生も可）
●受講料　無料※ただし、教材費のほかに傷害保険（保険料３００円）の加入が必要になります。
●申込方法　３月15日（月）から勤労青少年ホームで受け付け、定員になり次第締め切ります。
●受付時間　午後０時30分～８時（土・日・祝日を除く）
■申し込み・問い合わせ　大田原市勤労青少年ホーム　　　（２２）６８７８

　

テニス

ジャズダンス

茶　道

フラメンコ

ゴルフ

華　道

ヨ　ガ

着　付

エアロビクス

料　理

手　話

英会話

   

橋本　篤治

佐藤　明湖

植竹　宗楽

大野　温美

田口　博満

瀬尾　草萠

中園美菜子

平山　久子

鈴木　幸江
藤掛　清子
千本　博美

大場　孝泰

アーバン美貴子

　

４月13日（火）

４月15日（木）

４月19日（月）

４月19日（月）

４月22日（木）

４月28日（水）

４月30日（金）

５月６日（木）

５月７日（金）

５月11日（火）

５月12日（水）

５月25日（火）

  火

  木

  月

  月

  木

  水

  金

  木

  金

  火 

  水

  火

 
午後７時30分
　～９時30分
午後７時
　～９時
午後６時30分
　～８時30分
午後７時
　～９時
午後７時
　～９時
午後６時30分
　～８時30分
午後７時
　～９時
午後７時
　～９時
午後７時
　～９時
午後６時30分
　～８時30分
午後７時
　～９時
午後７時
　～９時

 10

 10

 18

 10

 10

 12

 10

 12

 10

 15

 10

 10

 25

 20

 20

 15

 15

 20

 15

 13

 20

 15

 15

 15

  1,000

     500

  3,800

     500

     500

  9,000

     500

     500

     500

10,000

     500

  3,500

お知らせ
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講  座  名 開  講  日 開  講  時  間 回数 定員 教材費
（円）

開講
曜日

講  師  名
（敬称略）



ふれあいの丘  天文館
初心者天文講座参加者募集
ふれあいの丘  天文館
初心者天文講座参加者募集
　天文館では、｢初心者天文講座(土星を見よう
！)｣を開催します。
●日　時　３月27日(土)
　　　　　午後６時30分～午後８時
●場　所　大田原市ふれあいの丘天文館
●内　容　望遠鏡で見る天体と言えば、土星の
　姿を思い浮かべる方が多いのではないでしょ
　うか。今回は観望好機を迎えた土星について
　学習します。また、65ｃｍ望遠鏡による観望
　や春の星空解説などを行います。
　※当日の天候によって内容を一部変更することがあります。
●対　象　一般(小学４年生以上)
　　　　　※中学生以下は保護者同伴
●定　員　30名
●参加費　小中学生  200円、大人  400円
●申込方法　天文館まで、直接または電話でお
　申し込みください。
■申し込み・問い合わせ
　 大田原市ふれあいの丘天文館
　　　（２８）３２５４

(23)4560
開館  平　日 9:30～18:00
時間  土日祝 9:30～17:00

●日　時　３月14日(日)、３月21日(日)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオ会員のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作など

ピノキオおはなし会

●日　時　３月13日(土)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙しばい･工作など

子どものつどい

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)2111

＊図書館のホームページ上で蔵書の予約ができます｡
＊事前にパスワードの登録が必要ですので、図書館カウン
　ターに申請してください。

(59)0855
開館  平　日  9:30～18:00
時間  土日祝  9:30～17:00

●日　時　３月14日(日)
　　　　　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ・紙しばいなど

コアラおはなし会

(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)

(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)

(　　　　　　　  )

(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)

火災発生時の情報を
お知らせします

※「交通事故｣「火災救急｣
　の(　)内の数字は平成22
　年１月からの累計です。

　男　  ３７,５７３ 人
　女　  ３８,２４２ 人
　計　  ７５,８１５人
世帯数  ２６,７０６ 世帯 ◆交通事故  １月分

救急出場件数

２１件
１人
２７人
 １６１件

３件
０件
１件
４件

３件
０件
１件
４件

６,８４３千  円
６,８４３千円

◆火災･救急 １月分
火災発生件数

住民基本台帳人口＋外国人数

統計調査に基づく人口

１月中の異動 (住民基本台帳による )

◆人口の動き(２月１日現在)

人身事故
死 者
負傷者
物件事故

建 物
林 野
その他
計

損害額

１７件
１４７件
４８件
２１２件

１７件
１４７件
４８件
２１２件

交 通
急 病
その他
計

●日　時
　３月 24日 ( 水 )
 　午前 9時 30分
　　　～ 10時 30分
●電話番号
 　0120-188911

■秘書課広報広聴係
    　　(２３)８７００　

  （フリーダイヤル）
※指定日以外は秘書課で
　お受けします

市長が皆さんからのご意見・
ご要望をお聞きします。
お気軽にお電話ください。

転入 １６０人
転出 １４２人 

　男　  ３９,５３２  人
　女　  ３８,３４０ 人
　計　  ７７,８７２ 人
世帯数  ２７,８５５ 世帯

２１件
１人
２７人
 １６１件

救急車の適正利用にご協力
ください

　(２２)０１１９　

消防署テレフォンサービス

出生 ４９人
死亡 ７０人

大田原図書館・黒羽図書館
開館時間を30分延長します

平成22年
4月1日～

市立図書館の管理運営が
指定管理者に移行します

平成22年
4月1日～

大
田
原
図
書
館

黒
羽
図
書
館

4月1日
　～9月30日

平日
午前9時30分 ～ 午後7時30分
土・日・祝日
午前9時30分 ～ 午後5時30分

10月1日
　～3月31日

4月1日
　～3月31日

※湯津上庁舎図書室は従来通り開館します
　午前9時 ～ 午後5時（通年）

館名 期　　間 開館時間

平日
午前9時30分 ～ 午後6時30分
土・日・祝日
午前9時30分 ～ 午後5時30分
平日
午前9時30分 ～ 午後6時30分
土・日・祝日
午前9時30分 ～ 午後5時30分

●指定管理者の名称および所在地
　株式会社  図書館流通センター
　東京都文京区大塚３丁目ー４－７
●指定期間(５年間)
　平成22年４月１日～平成27年３月31日
■指定管理者移行に関する問い合わせ
　大田原図書館
　　　（２３）４５６０

統計・天文館・図書館
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友の会優先電話予約(※)  ３月11日(木) 午前９時～
   ※電話予約のみ受け付けます。窓口での予約は行いません。
チケット発売日　　　　  ３月13日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ３月15日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●うたもいっぱい！つくってあそぼショー●うたもいっぱい！つくってあそぼショー

●上松美香アルパ・デュオ・コンサート
　～生まれゆく時の中で～
●上松美香アルパ・デュオ・コンサート
　～生まれゆく時の中で～

※入場は就学児以上とさせていただきます。

日時・会場

チ ケ ッ ト

５月23日(日) 
午後３時開演／大ホール
全席指定　◆一般  2,500円
　　　　　　(友の会  2,300円)
　　　　　◆学生  1,500円

友の会優先電話予約(※)  ３月18日(木) 午前９時～
   ※電話予約のみ受け付けます。窓口での予約は行いません。
チケット発売日　　　　  ３月20日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ３月22日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●南こうせつコンサートツアー2010
　～おいちゃんはまた歌う～
●南こうせつコンサートツアー2010
　～おいちゃんはまた歌う～

日時・会場

チ ケ ッ ト

６月６日(日)　
午後６時開演／大ホール

♪1970年代から｢かぐや姫｣で活躍し、｢神田川｣
「赤ちょうちん｣｢妹｣等のヒット曲で知られる南こ
うせつが、ハーモニーホールにやってきます。日本
人アーティストとしては初めて武道館公演を行い、
そのユニークなキャラクターと巧みな語り口でステ
ージを沸かせます。

全席指定
◆Ｓ席  6,000円
　(友の会  5,400円)
◆Ａ席  5,000円
　(友の会  4,500円)
　※入場は就学児以上と
　させていただきます。

チケット好評発売中！チケット好評発売中！

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
自
主
講
座
受
講
生
募
集

　ハーモニーホールでは、次の４講座の受講生を募
集いたします。２、３月の発表会およびホール開館
15周年記念事業「カルメン」をご覧になり、「ぜひ
自分も！」と思った方はもちろん、少しでも興味の
ある方はホール事務局までお申込みください。
①オーケストラ養成講座(那須フィルハーモニー管弦楽団)
　・受講日　水曜日　午後７時～　　　　　　
　・対象者　小学校高学年以上でオーケストラ
　　　　　　が使う楽器を所有し、ある程度演
　　　　　　奏できる方　　　　　　　　　　
　・講　師　

②合唱団育成講座
【一般の部】(那須野が原ハーモニーホール合唱団)
　・受講日　月曜日　午後７時～　　　　　　
　・対象者　高校生以上　　　　　　　　　　
　・講　師　片岡真理(合唱指導)､藤本美玲(ピアノ)

【少年少女の部】(那須野が原少年少女合唱団)
　・受講日　木曜日　午後６時30分～
　・対象者　小・中学生
　・講　師　佐藤   綾(合唱指導)､小瀧晴美(ピアノ)
　　　　　　日髙万利子(ソルフェージュ指導)
③演劇講座
　・受講日　火曜日　午後７時～
　・対象者　中学生以上
　・指　導　劇団らくりん座
④舞台操作技術者養成講座
【音響コース】・受講日　水曜日　午後７時～
【照明コース】・受講日　木曜日　午後７時～
　・対象者　２講座とも高校生以上  20名
　・講　師　２講座とも当ホールの舞台担当職員

　《各講座共通申込案内》
　●申込受付　３月１日(月)受付開始
　●合同開講式　４月14日(水)　午後７時～
　　　　　　　　大ホール
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大井剛史(音楽監督)､田中祐子(合奏ト 
レーナー)､執行恒宏(コンサートマスタ
ー兼弦楽器トレーナー)､高橋貞春(管楽
器トレーナー)

【共演】
　黒岩麻衣子
　(アルパ)
　藤間　仁
　(ギター)

ハーモニーホール
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藤間　仁（ギター）藤間　仁（ギター）
黒岩麻衣子
（アルパ）
黒岩麻衣子
（アルパ）

上松美香
（アルパ）
上松美香
（アルパ）

川村悦生Ｃ

南こうせつ南こうせつ
※入場は３歳以上と
　させていただきま
　す。

日時・会場

チ ケ ッ ト

５月30日(日)   大ホール
《２回公演》①午後１時30分開演
　　　　　　②午後３時30分開演

♪手先が器用でどんなものでも簡単に作ってしまう
ワクワクさんと工作が得意で作って遊ぶのが大好き
なゴロリが歌のおねえさんといっしょに会場と一体
となって繰り広げる世界唯一の工作バラエティーシ
ョーです。

全席自由
◆大人  1,000円
　(友の会  900円)
◆子ども  500円
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『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報
広聴係　   (23)8700 までご連絡ください。

２月３日  豆まき
（のざき保育園） 

園児は自分で作った鬼のお面をかぶり、節分
にちなんだ歌を楽しく歌った後、鬼役と豆を
まく役の二役を交互に体験しました。鬼役の
園児が「鬼だぞー！」と脅かすと、豆まき役
の園児は「きゃー」とはしゃぎながら、当た
っても痛くないよう、やさしく豆を投げて鬼
退治をしました。

１月26日・27日   
第56回文化財防火デーに係る消防訓練

（那須神社  ほか）

法隆寺金堂の焼損を機に始まった「文化財防
火デー」。市内でも大田原地区広域消防組合
によって、国宝のある笠石神社や県指定文化
財の那須神社、大雄寺(だいおうじ)などで消
防訓練が行われました。

２月８日・９日  出前炭焼き体験
（福原小学校）

県内で地球温暖化防止活動に取り組む｢とち木 
(ぎ)の会｣の協力で、福原小学校の全児童が炭
焼きを体験しました。移動式の炭焼き窯に、木
や竹のほか、みかん、バナナ、大根なども投入。
１日火を入れ、翌日には真っ黒にできあがった
みかんなどの炭に、児童からは驚きの声と歓声
が上がりました。

古紙パルプ配合率100％の
再生紙を使用しています

有限会社アート美術印刷

１月30日～２月14日  
第３回おおたわら美術館  

彫刻家  日原公大(ひはらこうだい)展
（那須与一伝承館  多目的ホール） 

市内在住の彫刻家日原公大氏の作品11点
が展示・公開されました。８日には、金
丸小学校の全児童が見学に訪れ、１・２
年生は自分の好きな作品を選んで熱心に
スケッチしたり、感想を書いたり、日原
先生に直接質問したりするなど、生の芸
術に触れる貴重な体験をしました。

１月23日  ｢親子で味噌づくり｣体験教室
（親園農村環境改善センター） 

今年で７回目を迎えた農村生活研究グループ協
議会主催の味噌づくり体験教室。10組24名の親
子が参加しました。子どもたちが大豆と麹(こう
じ)を手で混ぜ合わせ、お父さん・お母さんが機
械で豆をすりつぶし､親子で協力して作業を進め
ました。この日出来上がった味噌は、夏過ぎま
で発酵が必要で、食べられるようになるのは秋
になってから｡どんな味になるか今から楽しみです。
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